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・全６回のセミナーを開催し、86人（72社）が参加した。（うち、上田管内製造業17人（13社））
・参加者に対し、「再生可能エネルギーの導入」と「省エネルギーの推進」の意義を伝えることができた。
・先進企業における工場、生産現場の再生可能エネルギー及び省エネルギーに係る取組事例を通じ、照明
のLED化など業種に依存しない共通の取組がある一方、業務内容に応じた独自の取組があることが分かっ
た。
・上田管内の再エネ・省エネに関する意識、課題及び取組状況を把握することができた。
・目標以上の企業に再生可能エネルギーを導入する意向を持たせることができ、また、既に再生可能エネ
ルギーを導入している企業が想定より多く存在していることが分かった。

今後の方向性 今回、管内の製造業者を主な対象としてセミナーを開催したが、対象者を変えセミナー等を実施したい。
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「再エネ100宣言RE Action」に参加する意向を持つ企業 ３社
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再生可能エネルギー100％地
域に向けたセミナー

セミナーを2回程度開催（講
座、先進地視察）

999,000 委託料
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（目指す姿）

　地域主導型の再生可能エネルギーの導入を促進し、地域で使うエネルギーを地域内で生み出
す再生可能エネルギーで賄う「再生可能エネルギー100％地域」の実現を目指す。

現 状 と
課 題

　本県は、2019年12月に「気候非常事態宣言(2050ゼロカーボンへの決意)」を表明し、宣言の理
念を具現化するため、本年4月に長期的視点で取り組んでいく施策の方向性と高い目標をとりま
とめた、「気候危機突破方針」を策定した。
　この方針のシナリオでは、18.6万TJ(2016年度)を2050年度4.7万TJに13.9万TJ削減するとして
おり、家庭部門以外の運輸・業務・産業の３部門で約８割となる11.1万TJを削減するとしている。
加えて再生可能エネルギーを３倍以上とし、太陽光発電で2.2万TJ分を削減するシナリオも示さ
れていることから、2050ゼロカーボン達成のためには企業の積極的な取組が求められるところ。
　上田地域にはRE100への加盟企業はなく、再エネ100宣言RE Actionの参加企業も1社に留
まっている。日照時間の長い上田地域の特性を活かした太陽光発電を主力とした再生可能エネ
ルギーの更なる普及と省エネルギーの取組を進めるため、管内企業のゼロカーボンに対する意
識を高める必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　企業を対象にした再生可能エネルギー100％地域に向けたセミナーの開催
　管内企業に対し、使用電力を100%再生可能エネルギーに転換する意思と行動を示す「RE100」
や「再エネ100宣言RE Action」といった制度の意義や導入のメリット及び消費エネルギーの削減
に関する先進事例についてのセミナーを開催する。
　また、RE100加盟の先進企業(リコー等)を視察し、企業担当者と意見交換を行う。
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横断的な課題 ３交流と地消地産や産業振興による地域の活性化

地域重点政策 ２産学官金連携、広域連携による基幹産業の振興 上田地域振興局
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